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　守 る が ，同時 に非 マ レ ー
人 の 利権 をも守 る の で ある q したが っ て マ レ ー

シ ア 人 の銘 々 が 国内 の

平和 と安全 を守 る た め憲法 を聴重 し ，そ れ を誇 りとしな ければ な らな い 。」
− 196g ・g． ，

　 Kota 　Bharu に て 。

台 湾鄭氏 残 党 の 南 ヴ ェ トナ ム 移住 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 陳　　 荊　和

　（1L 大南箆録前編 及び其他 の 阮朝史籍に見え る明将 竜門総兵揚彦適 p 副将黄進 ，高 雷 簾総兵陳

上川，副将陳安平等 が兵三千 余人 ，戦船 五 十余艘 を率い て ，中部 ヴ ＝ トナ ム を支配 す る駐 （阮

福瀕 ・即 ち賢主 一 648 − 87 ）に帰投 して ，そ の 命 に よ っ て 東 浦地方 （当時 の カ ム ボ ジ ア 東南部）

に 入殖 した との 記享は 、実は 台湾鄭氏配 下 の 楊 彦昶 （楊二 ）の 率 い る礼武鎮 水軍 を中心 と した東

寧政権の残存部隊 の南下 を指す もの で あ っ て ・そ の 南下 の 目的は多分 に鄭克矮 の カ ム ポ ジ ァ 亡命

を準備す る た め の もの と推察 され ，東浦 （美湫及 び 辺和 ）に 入殖 した 年代 もi682 年末か ら1683

葺 5月 に か けて の 時期 で あ り 、寔録前編 に見え る賢主 （己末 31 年 （1679 ）正月で は な い n

　｛2L 南下 の 鄭氏残 党 （俗 に竜門部 隊 と称 す ）は阮主 の ノ   ク す る カ ム ボ ジ ア ニ 王 の 匿嫩 に 味方

して ，シ ャ ム の 擁譁す る正 王匿秋に敵対す るが ，1685 年初め に は 黄進 に よ っ て 楊彦迪 が 殺害 さ

れ る 。 講主 068 ：，− 91 ）は 黄進 の 自主的傾 向を放置 出来ず ，枚万 竜を主将 とす る 討伐軍 を南下

せ しめ F 拓 89 隼 き 月 ご ろ 、外 匡郎 （前江淀 口 ）に て 策略 を用 い て 黄進 を倒 し，阮軍は正王 の 提

る 幽東 （Outi・ n の に撮撃 す る 。 黄進失脚 の あと，陳上川 が 竜門部隊 の 主将 と な っ て 阮府 に協力す

る が ，カ ム ボ ジ ア 鋼 の 和 平工作 で 玩軍 は作戦 巨的を達 しな い ま ｝・　e（　16go 年撤退 す る 。 しか し陳

士川 の 竜門部隊 は 独力を以て 工代馬 （前江河 口 の Cou　Tau　Heas ）を守 り，阮軍の ため の樢頭堡 を

確保 す る Q そ の 実力 は 大 船 6 ，フ 艘 に 入数 4 ，5 百 名 と云 うと こ ろ 。

　L3L鋸艶 に 1698 年 ，カ ム ボ ジ ア に於け る勢力 の 失墜 を挽回す べ く，阮有鏡派 を して 正ヨ三に 阮

府 に 對 ず る朝賀の 恢復 を要求す るが ，拒絶された 丶め ，二 年后 （1ア00 ）、阮有鏡 が 主将 と な っ て

溝
』
征軍が 市下す る ／・この 際燬上川は 阪府水軍 の 大将 として 南栄 （Phn 蹴 Penh ）を占領するが ，主

将 阮有鏡 の 陣歿に よ り．阮軍 は 退 い て ，柴棍 （Saigon ），辺 和 及 び 婆地 （Baria ）を占領す る こ と

と な り，阮府 は こ の 占領地 に 嘉定府 を設遣 t 福隆 ，新平 の 二 県 と鎮辺 ，藩鎮 の 二 営を 附属 せ しめ ，

別 に 清河 ，明香 の 二 社を設 け て
， 鎖辺 と藩鎮に居留す る華 商と華儒 を収容 した 。こ れ が有名な 嘉

定府 の 設立 で あ っ て ，阮府 が カ ム ボ ヂ ア の 土地 に 設置 した最初 の 行政 ，軍事組織 で あ る 。 そ の 設

置 昼 代 は 1アGO 年 が 正 し く，蹇録前編 の 1698 年で は な い ．
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　椡 ，嘉定府設立 の 際 ，陳上娼は鎮辺営 の総兵 に任ぜ られ ，寸7 揖 年 に は 藩鎮 の都督 に昇進 して

い るが v1715 年 5 月頃病死す る・陳上川の功績は阮府 に対す る協力，赫々 た る戦功以外 に ，辺

和 及 び柴棍両都布 の 建設者 と して 重 視せ ね ば な らぬ n 柴棍 が ほ y 今 日 の シ ョ ロ ン に 当 り、南越華

縫及び商藁活動 の大 中心 な る こ とをを想起 す れ ば ，南越 の経 済基礎 は 陳上川配下 の 竜門部隊 の 手

に よ っ て 始 め られ た と云 っ て 過言 で は ない 。

　C5｝．陳．辷川卒後 ，そ の 子 の陳大定が竜 門部隊 の摺揮を と b ．引続 き阮府に 協 力す る 。しか し中

傷 に 会 っ て ，ワ 35 年初 ，広南 で 獄死 す る 。この 悲劇 の あと ， 陳大定 の 子 ，大力は 母 とともに，

河 仙 に 参 参、母 方 の 叔 父 で あ る 河 仙都督鄭 天 賜 に 頼 り，の ちに ，大力 は 河 仙 勝 水 隊 の 該隊 と して

活躍 する 。 陳大 定の獄 死 に よ り，竜門部隊 は 解散せ られ 、こ   に．5D 年に 亘 る 活動 の 幕 を閉ぢ

る こ ととな っ た 。

　〔6｝p 竜門部隊 は 阮府 の 軍隊に は編 入さ れ ず，阮府 の 傭兵 で もな ぐ，所謂 「外人部隊」 で もk く

要す る に 楊彦迪 や 錬一k川 に 率 い られ た 移 民 の 自衛的武装集甌 で あ っ て ，自己 存続 の た め ．阮府 の

駆 使 す る に甘 ん じ，カ ム ボ ヂ ヤ や シ
ャ

ム の 軍隊 と戦 っ た 。そ の性格 は の ちの 西 山政権に協力 した

李 才の 和義軍 や 李阿集 （集亭 ）の忠義軍 に似て い る 。

　酔 ，年代か ら云 っ て も，阮主 の南北 戦争は 16 ア3 年春 を以 て 終結 し，濫 江 を界 として 南北長期

停 戦の 時期に 入 り，阮主 として は今 ま で 蓄櫓 され て い た 戦力を利用 し て南方に 発展す る 机運 に な

っ て い た 。か tsる 机運が あ っ た か ら こ そ J 台湾鄭氏残党 の 移民集団は 阮府に 受容れ られ た の で あ

り、彼 らの 利用価値 もそ こ に あ っ た。賢主 が か れ らをカム ボ ヂ ア にλ殖 せ しめ た の は東浦地方 の

閣妬 よ b も正 王 匿秋及 び そ の 背後 に あ る シ
ャ

ム 勢力に対抗せ しめ る の が 本当 の 目的 で ある と見 る

べ き で あ る 。こ の 点 ．こ の 移民集団 が ヴ ェトナ ム 人 の 南進 に 極め て 重要な貢献 を な した こ とは疑

い な い 。しか し玩府 の 彼 らに 対す る態度 は極 め て冷酷 に して現実的 で あ り．極力 そ の 人 力，戦力

は利尾す る が ，か れ らに 自立的傾向が あ る と直 ちに これ を排 除 した 。そ の 点 、同 じ く翫主配 下 で

あ る 河仙 に 対 す る 態度 とは 大 い に異る 。 河仙は 鄭玖 ・鄭天賜親子 に 自立政権 の 存立 を許 した の に

反 して ，竜門部隊に は こ れを許 さ な か っ た 。 こ れ は矢張 り，政略的，戦略的原因 に よ る もの で ，

阮主 は カム ボ ヂァ 菓南地 区 （っ A り，嘉定 府 ，今 の 南 ヴ ェ トナ ム 東南部）で は
”

Greater 　Vi　etnane

の 実翼 を期 した の で ．こ Σ に異質的な政権 の 出現 を許 さず ，こ れ に 反 して ，河仙 は
’
： 一 ム ，カ ム

ポ ジァ ．阮府 三 勢力 の 交接す る地 点に あ 9，そ の国際性格 は 強 く，阮府 と して は こ れ を シ ャ ム に

対す る緩衝地区 と して 利用 したか っ た か らで あろ う 。

　（8），史料利用 の 面 か らゑ えぱ 。拙考 を通 じて ，越南近世 史 の研究に と っ て基本 史料で ある寔録
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前編 の年代に 関 する記載 に可 成 bあい まい な個処 の ある こ とが認 め られ ．そ の ま S 鵜呑みに受取 ．

れ な い こ とが 痛感され た 。 即 ち、 17，8世紀の 阮主時代史を研究する場合，中国史料及び欧文吏

料 との 厳密な參照 と勘考 は 不可欠 で あ b ．特に政治的立場や 宗教的偏見に とらわれ な い 同時代 の

中国 商売の 実見 に基 く華夷 変態の如 き邦文史料 の 利用価値 は極め て 高い と云 は ね ば ならぬ 。

　　　　　　　　　　　　 ビ ル マ 学 会 の 趨 勢 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　野　　　徹

　 ビ ル マ に 於 ける学術研究 の現 状 を， 1）大学 ，2 ）学 会 の 二部 に 分 けて 御報告 申 し上 げた い 。

1）大 　学

　従来 、ビ ル マ に は 二 っ の 総合大 学 が あ っ た 。
一

つ は ラ ン fi　一ン ．も う
一

つ は マ ン ダ レ ー
で ある 。

ラ ン グ
・一ン 大学 は ，a878 年カ ル カ ッ タ大学 の 予科 と して 発足 ，IP20 年に大学に 昇格 した 。 マ

ン ダ レ ー大学は ，四 25 年 ラ ン グ ーン 大 学の 予科 として 設置 され ，1958 年総合大学に な っ た 。

この 両大学 の ほ か に ，モ ー
ル メ ン ，バ テ イ ン ，マ グウェ

ー，タ ウ ン ヂ
ー，ミ7 チ ーナ ー

の 5予科大

学が あ っ た 。

　 t962 年登場 した革命政府は大学制度 の 改革を行 い ，　 a　964 年新制度 に基 く大 学 が 誕生 し た 。

新制大学の理 念 は ， 「大 学教育法 」に よ れ ば ，1） ビル マ 式 社会主覇国家 の 建設 に参加す る知識

人 の 育成、 2）社会主義制 度確立 に 審与 し得 る研 究活動 の 二 点 に あ る 。

　 こ う し て ，現在 ビ ル マ に は，次 の 19 の 大学 が 設置 さ れ て い る 。 これ ら単 科大学 の 大部分 は ，

旧制大 学 の 学部 が独立 した もの で あ る 。

　　　 大　学　名

1） ラ y グ ーン 第 一一
医 科大学

2） ラ ン グ ーン 第二 医科大 学

3） マ ン ダ レ ー
医科大学

4）歯 科　大　学

5） 薬　科　大　学

6 ）工 　業　大 　学

7）経　済　大　学

8 ）教　育　大　学

所 在 地

ラ ン グ
ー

ン

ミソ ガラードン

w ン ダ レ
ー
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ラ ン グ ーン

ラ ン グ ーン

ラ ン グ
ー

ン

ラン グ
ー

ン

　　学　 　長

ウ ー一一一バ タ ン
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